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橫
井
小
楠
と
橋
本
左
内
の
學
校
論
の
比
較

田

海

秀

穗

要

旨
橫
井
小
楠
と
橋
本
左
内
は
、
時
期
は
異
な
る
が
、
越
前
福
井
藩
の
藩
校
明
道
館
の
改
革
に
關
わ
っ
た
點
に
お
い
て
は
共
通
の
經
歷
を
有
し
て
い

る
。
し
か
し
、
共
に
開
國
主
義
を
唱
え
た
開
明
的
な
思
想
家
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
開
明
性
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。
左
内
は
、
蘭
方
醫
・
洋
學
者
と
し
て
西
洋
の
先
進
的
な
知
識
と
技
術
を
身
に
着
け
、
小
楠
と
同
じ
實
學
精
神
を
揭
げ
て
明
道
館
の
刷
新

に
取
り
組
ん
だ
が
、
そ
の
敎
育
方
針
の
根
幹
は
、
外
見
的
に
は
開
明
主
義
の
か
た
ち
を
取
り
な
が
ら
、
実
質
は
封
建
的
道
德
觀
に
基
づ
く
も
の
で

あ
っ
た
。
一
方
、
小
楠
は
、
實
學
を
重
視
す
る
儒
敎
的
經
世
論
か
ら
出
發
し
、
自
由
な
討
論
に
よ
る
講
習
・
講
學
を
重
視
し
、
早
く
か
ら
東
洋
と

西
洋
に
通
じ
る
普
遍
的
な
價
値
の
存
在
を
認
め
て
い
た
。
こ
の
點
に
お
い
て
、
左
内
と
小
楠
の
學
校
論
に
お
け
る
基
本
的
な
視
點
の
相
違
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

は
じ
め
に

橫
井
小
楠
（
一
八
〇
九
│
一
八
六
九
）
と
橋
本
左
内
（
一
八
三
四
│
一
八
五

九
）
は
、
幕
末
の
日
本
に
お
い
て
、
共
に
開
國
の
必
要
性
を
論
じ
、
ま
た
小
楠

が
儒
學
、
左
内
は
洋
學
と
學
問
的
基
盤
は
異
な
る
が
、
西
洋
文
明
に
對
し
て
深

い
理
解
を
示
し
た
開
明
的
な
思
想
家
で
あ
る
。

ま
た
二
人
は
、
德
川
將
軍
家
の
御
家
門
で
あ
る
越
前
福
井
藩
の
藩
主
松
平
慶

永
（
一
八
二
八
│
一
八
九
〇
。
號
は
春
嶽
）
を
助
け
て
、
藩
政
改
革
と
幕
政
政

治
に
關
與
し
た
點
で
共
通
す
る
經
歷
を
有
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
福
井
藩
校
明
道
館
の
學
校
改
革
を
め
ぐ
る
小
楠
と
左
内
の
學
校

論
を
比
較
し
、
兩
者
の
見
解
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

小
楠
と
左
内
の
學
校
論
に
つ
い
て
、
山
口
宗
之
は
、
兩
者
の
思
想
的
共
通
性

に
着
目
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

左
内
が
安
政
三
年
七
月
か
ら
翌
年
八
月
に
至
る
閒
、
藩
校
明
道
館
に
あ
っ

て
學
制
改
革
・
藩
政
刷
新
を
行
う
に
當
り
、そ
の
指
導
理
念
を
政
敎
一
致
・

實
學
精
神
に
見
出
し
た
こ
と
は
「
學
制
に
關
す
る
意
見

子
」
そ
の
他
の
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文
獻
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
學
問
は
己
の
た
め
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
經
濟
有
用
を
志
す
の
が
聖
賢
の
道
で
あ
る
と
し
、
觀
念
と
實
用
、
物

心
兩
面
に
お
け
る
二
元
論
的
見
解
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
小
楠
の
著
し
た

「
學
校
問
答
書
」
に
そ
の
ま
ま
つ
な
が
る
主
張
で
あ
っ
た（
一
）。

つ
ま
り
、
明
道
館
の
敎
育
方
針
が
小
楠
の
「
學
校
問
答
書
」
な
ど
の
提
言
に

よ
っ
て
定
ま
り
、
左
内
も
小
楠
も
學
制
改
革
に
よ
る
藩
政
刷
新
を
目
指
し
て
、

明
道
館
の
刷
新
に
努
め
た
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

他
方
、
高
木
不
二
は
、
小
楠
と
左
内
と
の
學
校
論
に
違
い
を
認
め
て
、
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

左
内
に
と
っ
て
學
校
と
は
、
小
楠
の
説
く
よ
う
な
身
分
の
枠
を
越
え
て
共

に
に
學
ぶ
「
朋
友
講
學
」
の
場
な
ど
で
は
な
く
、
文
字
ど
お
り
上
か
ら
の

「
敎
化
」
の
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
も
、「
風

儀
」
の
自
律
的
矯
正
で
は
な
く
、「
實
才
」
の
成
就
、
す
な
わ
ち
役
に
た
つ

人
材
の
育
成
で
あ
っ
た（
二
）。

高
木
に
據
れ
ば
、
左
内
の
改
革
路
線
は
、
小
楠
が
「
學
校
問
答
書
」
の
中
で

強
く
否
定
し
た
人
材
の
政
治
利
用
に
通
じ
る
危
險
な
道
で
あ
っ
た
と
し
て
い

る
。以

上
の
よ
う
な
見
解
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
福
井
藩
校
明
道
館
の
建
學
か

ら
改
革
ま
で
の
過
程
に
見
え
る
小
楠
と
左
内
の
學
校
論
の
相
違
に
つ
い
て
、
そ

の
學
問
觀
に
も
觸
れ
な
が
ら
、
改
め
て
比
較
考
察
を
加
え
た
い
。

本
稿
に
お
け
る
橋
本
左
内
と
橫
井
小
楠
の
文
章
は
、
特
に
明
記
し
て
い
な
い

場
合
、
左
の
版
本
を
用
い
る

『
橋
本
景
嶽
全
集
』
一
、
二
、
三
（
續
日
本
史
籍
協
會
叢
書
、
東
大
出
版
會
、

一
九
七
七
年
。
以
下
、『
景
嶽
全
集
』
と
略
稱
）

『
橫
井
小
楠
下
巻
遺
稿
篇
』（
續
日
本
史
籍
協
會
叢
書
『
橫
井
小
楠
關
係
史
料
』

一
、
二
所
収
、
東
大
出
版
會
、
一
九
七
七
年
覆
刻
版
。
以
下
、『
遺
稿
篇
』
と

略
稱
）

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
原
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
片
か
な
や
變
體
が
な
の

表
記
を
平
が
な
表
記
に
改
め
、
適
宜
句
讀
を
き
り
濁
點
を
付
し
た
。
ま
た
底
本

が
漢
文
で
あ
る
も
の
は
、
讀
み
下
し
文
の
後
に
原
漢
文
を
括
弧
に
入
れ
て
竝
載

す
る
こ
と
と
し
た
。

一

橋
本
左
内
の
學
校
論

は
じ
め
に
福
井
藩
校
明
道
館
の
改
革
に
至
る
經
緯
に
つ
い
て
觸
れ
て
お
き
た

い
。宇

野
哲
人
他
著
『
藩
學
史
談
』（
一
九
四
三
年
）
に
據
れ
ば
、
福
井
藩
で
は
、

藩
主
松
平
春
嶽
の
主
導
に
よ
り
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
六
月
、
文
武
不
岐
・

忠
孝
鼓
吹
を
敎
育
理
念
に
揭
げ
て
藩
校
明
道
館
が
建
學
さ
れ
た
。
し
か
し
、
春

嶽
の
期
待
に
反
し
て
、
明
道
館
は
見
る
べ
き
成
果
を
上
げ
る
こ
と
な
く
、
敎
官

と
學
生
が
議
論
に
明
け
暮
れ
す
る
有
樣
で
あ
っ
た
。
春
嶽
が
最
も
期
待
を
寄
せ

て
い
た
實
踐
的
な
學
問
の
振
興
と
人
材
養
成
を
擔
う
藩
校
の
姿
と
は
か
け
離
れ

た
狀
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
て
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
月
、
江
戸
で
御
書

院
番
と
し
て
學
校
取
調
べ
に
從
事
し
て
い
た
橋
本
左
内
に
明
道
館
刷
新
の
任
務

が
課
せ
ら
れ
、
福
井
へ
歸
國
の
命
が
下
っ
た
。
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歸
國
後
の
左
内
は
、
明
道
館
學
監
同
樣
と
し
て
、
精
力
的
に
明
道
館
の
改
革

に
取
り
組
み
、
水
戸
藩
の
藤
田
東
湖
（
一
八
〇
六
│
一
八
五
五
）
が
撰
し
た
「
弘

道
館
記
」
を
手
本
に
、
政
敎
一
致
・
文
武
不
岐
を
揭
げ
た
「
明
道
館
之
記
」
を

起
草
し
、
洋
書
習
字
所
・
數
學
科
・
惣
武
藝
稽
古
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
明
道

館
を
實
學
・
洋
學
重
視
の
敎
育
内
容
に
轉
換
さ
せ
た
。

し
か
し
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
八
月
、
左
内
は
再
び
江
戸
に
呼
び
戾
さ

れ
、
春
嶽
を
補
佐
し
て
一
橋
慶
喜
（
一
八
三
七
│
一
九
一
三
）
を
擁
す
る
將
軍

繼
嗣
運
動
に
奔
走
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
や
が
て
大
老
井
伊
直
弼
（
一
八
一
五

│
一
八
六
〇
）
の
強
權
に
よ
り
春
嶽
ら
の
一
橋
派
は
敗
北
を
喫
し
、
安
政
の
大

獄
が
始
ま
る
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
七
月
、
春
嶽
は
隱
居
・
謹
愼
を
命
ぜ

ら
れ
、
十
月
に
は
左
内
も
捕
縛
さ
れ
て
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
月
七
日
、

江
戸
傳
馬
町
牢
屋
敷
で
斬
首
さ
れ
た
。

さ
て
、
左
内
は
、
彼
が
起
草
し
た
「
明
道
館
之
記
」
の
政
敎
一
致
と
文
武
不

岐
の
具
現
化
を
目
指
し
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
改
革
を
お
し
す
す
め
て
い
っ
た
が
、

こ
こ
で
は
、明
道
館
の
改
革
に
臨
ん
で
左
内
が
揭
げ
た
方
針
や
見
解
を
檢
討
し
、

そ
こ
か
ら
彼
の
學
校
論
の
特
色
を
考
察
し
た
い
。

（
一
）
政
教
一
致
に
つ
い
て

左
内
が
起
草
し
た
「
明
道
館
之
記
」
は
、
水
戸
藩
の
「
弘
道
館
記
」
を
模
範

と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
藩
校
改
革
の
基
本
方
針
と
し
て
、
文
武
不
岐
に
竝
べ

て
政
教
一
致
が
揭
げ
ら
れ
て
い
る
。「
文
武
相
資
、
政
教
一
致
」
と
見
え
る
の
が

そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
左
内
の
學
問
に
対
す
る
姿
勢
を
確
認
し
、
次
に
左

内
が
揭
げ
た
政
教
一
致
が
も
つ
思
想
的
特
色
を
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
左
内
の
経
歴
に
つ
い
て
、
資
料
に
據
っ
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

左
内
は
、
福
井
藩
の
奧
外
科
醫
を
つ
と
め
る
橋
本
長
綱
（
二
十
五
石
五
人
扶

持
）
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。
八
歳
で
藩
儒
高
野
真
斎
（
一
七
八
七
│
一
八
五
九
）

に
つ
い
て
漢
学
を
学
び
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）、
崎
門
學
系
の
藩
儒
吉
田
東

篁
（
一
八
〇
八
│
一
八
七
五
）
に
入
門
す
る
。
東
篁
は
、
左
内
に
つ
い
て
「
幼

く
し
て
頴
悟
、
其
の
居
止
殆
ど
成
人
の
若
く
し
て
、
書
を
好
み
て
倦
ま
ず
。
最

も
其
の
業
に
勤
め
、
旁
ら
詩
文
を
能
く
す
。（
幼
而
頴
悟
、
其
居
止
殆
若
成
人
、

而
好
書
不
倦
。
最
勤
其
業
、
旁
能
詩
文
。）」（『
景
嶽
全
集
』
一
、
十
三
頁
）
と

そ
の
才
能
と
勤
勉
を
絶
賛
し
て
い
る
。

翌
年
、
左
内
は
、
蘭
方
医
学
を
學
ぶ
た
め
大
阪
に
の
ぼ
り
、
緒
方
洪
庵
（
一

八
一
〇
│
一
八
六
三
）
の
適
塾
に
入
門
す
る
。
さ
ら
に
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

二
一
歳
の
と
き
、
江
戸
に
遊
學
し
、
蘭
學
を
坪
井
信
良
（
一
八
二
五
│
一
九
〇

四
）・
杉
田
成
卿
（
一
八
一
七
│
一
八
五
九
）
に
、
漢
學
を
鹽
谷
宕
陰
（
一
八
〇

九
│
一
八
六
七
）
に
學
ん
だ
。

さ
て
、
福
井
藩
で
は
、
藩
主
春
嶽
自
ら
「
山
崎
派
は
頑
固
に
て
（
中
略
）
專

ら
『
大
學
』『
論
語
』『
孟
子
』『
小
學
』『
近
思
録
』
等
の
み
に
し
て
、
外
の
本

は
講
義
も
な
さ
ず
」（三
）
と
評
し
て
る
よ
う
に
、
山
崎
闇
斎
の
系
統
を
引
く
崎
門

學
派
の
影
響
が
根
強
く
、
と
か
く
實
踐
的
な
學
問
を
輕
視
す
る
傾
向
が
強
か
っ

た
と
さ
れ
る
。

ま
ず
、福
井
藩
の
学
者
や
藩
の
学
風
に
対
す
る
左
内
の
見
解
を
見
て
お
こ
う
。

左
内
が
十
五
歳
の
と
き
に
認
め
た
「
啓
發
錄
」
に
は
「
忠
義
孝
行
の
事
を
見

て
は
直
ち
に
其
の
人
の
忠
義
孝
行
の
爲
す
所
を
慕
ひ
傚
ひ
、
吾
も
急
度
其
の
人

の
忠
義
孝
行
に
負
け
ず
劣
ら
ず
勉
め
行
き
候
ふ
事
、
學
の
第
一
義
な
り
。
然
る
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を
後
世
に
至
り
字
義
を
誤
り
、
詩
文
や
讀
書
を
學
と
心
得
候
ふ
は
笑
か
し
き
事

ど
も
な
り
」（『
景
嶽
全
集
』
一
、
七
頁
）
と
あ
り
、
少
年
期
の
左
内
が
、
忠
義

孝
行
を
學
問
の
第
一
義
と
し
、
詩
文
・
讀
書
を
専
ら
と
す
る
學
問
に
は
否
定
的

な
思
考
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

蘭
學
生
で
あ
っ
た
嘉
永
四
、
五
年
頃
（
一
八
五
一
│
一
八
五
二
）
十
八
、
十

九
歳
頃
に
な
る
と
、
古
へ
の
儒
者
と
對
比
し
て
後
生
の
儒
者
の
弊
風
を
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

古
へ
の
儒
は
、
經
世
安
民
を
以
て
道
と
爲
す
。
而
る
に
後
生
の
儒
は
、
利

を
規は

か

り
私
を
營
む
を
以
て
務
め
と
爲
す
。
是
れ
故
、
古
へ
は
儒
を
公
卿
の

閒
に
列
ぬ
。
而
る
後
、
世
は
則
ち
諸
を
乞き

つ

丐か
い

の
中
に
伍
す
。
儒
道
の
衰
へ

此
に
至
り
て
極
ま
れ
り
。
故
に
今
日
に
及
ん
で
、
人
々
讀
を
授
け
字
を
賣

る
を
以
て
僅
か
に
儒
業
と
爲
す
。（
古
之
儒
、
以
經
世
安
民
爲
道
。
而
後

生
之
儒
、
以
規
利
營
私
爲
務
。
是
故
古
列
儒
於
公
卿
之
閒
。
而
後
世
則
伍

諸
乞
丐
之
中
。
儒
道
之
衰
至
此
極
矣
。
故
及
今
日
、
人
々
以
授
讀
賣
字
僅

爲
儒
業
。)（四
）

左
内
は
、
古
へ
の
学
者
は
、
世
を
治
め
民
を
安
泰
に
す
る
こ
と
を
學
問
の
道

と
し
た
、
故
に
学
者
も
公
卿
の
席
に
加
わ
っ
て
政
治
に
参
与
し
う
る
立
場
に
就

け
た
が
、
当
今
の
学
者
に
は
そ
の
志
は
皆
無
で
あ
り
、
世
間
か
ら
は
、
た
だ
讀

書
を
教
え
詩
や
文
章
を
売
る
だ
け
が
学
者
の
仕
事
と
見
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

こ
こ
か
ら
左
内
は
、
古
へ
の
学
者
を
理
想
と
し
て
、「
儒
を
公
卿
の
閒
に
列
ぬ
」

よ
う
な
地
位
に
就
く
こ
と
が
学
者
と
し
て
の
本
来
の
あ
り
方
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
左
内
は
、
明
道
館
改
革
の
任
務
を
帶
び
て
江
戸
か
ら
福
井
へ
赴
く
直

前
に
、
福
井
に
い
た
醫
師
の
笠
原
良
策
（
一
八
〇
九
│
一
八
八
〇
）
と
大
岩
主

一
（
一
八
一
〇
│
一
八
六
二
）
に
宛
て
た
書
翰
の
中
で
、「
實
功
有
益
に
志
し
候

ふ
時
は
、
古
人
の
所
謂
『
己
の
爲
に
す
る
の
學
』
と
相
成
り
申
す
べ
く
（
中
略
）

古
聖
賢
の
士
・
豪
傑
の
士
は
皆
な
『
己
の
爲
に
す
る
の
學
』
よ
り
し
て
經
濟
有

用
を
致
さ
れ
候
ふ
な
り
」（『
景
嶽
全
集
』
一
、
一
〇
二
頁
）
と
述
べ
、
世
の
中

に
現
実
的
効
果
と
経
済
的
有
用
性
を
も
た
ら
す
學
問
こ
そ
が
、
古
人
が
理
想
と

し
た
「
己
の
爲
に
す
る
の
學
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
左
内
は
、
側
用
人
中
根
雪
江
（
一
八
〇
七
│
一
八
七
七
）
に
宛
て
た

書
翰
の
中
で
、
明
道
館
の
現
狀
を
「
學
校
は
政
事
の
根
本
、
敎
化
の
原
由
に
御

座
候
處
、
徒
に
虚
名
に
相
成
り
居
り
、
勇
決
の
御
處
置
こ
れ
無
く
、
實
才
御
成

就
の
御
見
積
め
御
立
ち
成
さ
れ
ず
、
徒
に
紛
々
の
議
論
に
日
を
送
ら
れ
候
事
」

（『
景
嶽
全
集
』
一
、
一
一
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
学
校
こ
そ
が
政
事

の
根
本
で
あ
り
、
人
々
を
教
え
導
く
大
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
や
明

道
館
は
有
名
無
実
の
存
在
に
な
っ
た
こ
と
に
断
固
た
る
処
置
も
見
通
し
も
な
く

無
為
に
日
々
を
送
る
明
道
館
の
重
役
や
教
官
た
ち
を
厳
し
く
糾
弾
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
左
内
か
ら
見
て
、
旧
例
に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
一
歩
も
前
に
進
も

う
と
し
な
い
明
道
館
の
敎
官
た
ち
の
態
度
は
到
底
認
容
で
き
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
左
内
は
、
か
れ
ら
を
「
い
た
づ
ら
に
古
人
の
糟
粕
を
な
め
、
文
字
上

に
て
恍
惚
に
、
い
さ
さ
か
相
覺
え
候
ふ
口
眞
似
に
て
、
即
ち
鸚
鵡
藝
と
も
申
す

べ
き
も
の
」（「
學
制
に
關
す
る
意
見

子
」、『
景
嶽
全
集
』
一
、
二
五
八
頁
）

と
、
先
人
の
ま
ね
だ
け
で
、
な
ん
ら
の
独
創
性
も
な
く
、
文
字
面
だ
け
で
満
足

す
る
、
口
ま
ね
を
覚
え
た
鸚
鵡
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
酷
評
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
、「
聖
人
の
道
と
申
す
も
、
畢
竟
人
倫
日
用
の
外
に
は
こ
れ
な
く
候
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へ
ば
、
物
外
の
道
に
て
は
な
し
、（
中
略
）
道
は
か
へ
つ
て
技
よ
り
し
て
進
み
入

り
候
」（
同
上
、
二
六
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
西
洋
の
學
問
を
學
ん
だ

左
内
の
實
學
精
神
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

左
内
は
、
明
道
館
改
革
を
「
政
教
一
致
・
文
武
不
岐
と
申
す
御
標
準
に
て
、

後
々
は
士
大
夫
仁
讓
節
烈
の
風
に
興
り
、
庶
民
時
雍
の
化
に
移
り
候
や
う
、（
中

略
）
明
道
館
中
よ
り
御
成
就
、
基
の
趾
を
開
き
候
や
う
に
と
の
御
趣
意
に
御
座

候
」（
同
上
、
二
五
四
頁
）
と
意
義
づ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
明
道
館
の
建
学
目

標
は
、
政
治
と
教
育
の
一
致
、
文
武
の
不
離
一
体
で
あ
り
、
藩
士
に
は
驕
る
こ

と
の
な
い
節
度
あ
る
態
度
と
庶
民
に
は
和
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
こ
と
に
あ
っ
た
と

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
左
内
は
、
目
標
の
達
成
は
「
中
々
尋
常
容
易
の
御
趣
向
に
て
は
御

座
無
く
（
中
略
）
ま
づ
宏
遠
明
確
の
御
定
案
相
定
ま
り
居
り
候
て
、
一
切
模
稜

安
排
の
御
仕
向
け
等
、
御
脱
卻
御
座
候
は
で
は
、
と
て
も
御
滿
願
の
期
こ
れ
有

る
ま
じ
く
」（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
。
目
標
の
達
成
は
尋
常
の
こ
と
で
は
実
現

で
き
な
い
と
し
、
ま
ず
長
期
的
か
つ
明
確
な
方
針
を
定
め
た
後
は
、
物
事
を
曖

昧
に
し
適
當
に
加
減
す
る
や
り
方
か
ら
は
脱
却
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
も
し

「
其
の
政
令
法
度
に
戻
り
候
ふ
者
は
刑
罰
を
以
て
御
懲
ら
し
成
さ
れ
た
く
候
」

（「
爲
政
大
要
」、『
景
嶽
全
集
』
一
、
三
四
七
頁
）
と
ま
で
主
張
し
て
い
る
。
そ

の
う
え
で
「
右
の
御
趣
意
に
相
極
り
候
ふ
上
は
、
人
材
を
得
る
の
道
を
開
き
候

ふ
事
、
肝
要
に
愚
考
奉
り
候
」（
前
掲
「
學
制
に
關
す
る
意
見

子
」）
と
述
べ
、

藩
の
方
針
が
定
ま
っ
た
後
は
、
人
材
を
得
る
道
筋
を
開
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
強
調
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
左
内
の
改
革
方
針
は
、
藩
主
春
嶽
の
権
威
と
藩
権
力
を
基
盤
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
明
道
館
の
敎
官
・
學
生
の
自
主
性
・
自
律
性
に

対
す
る
配
慮
は
、
ほ
ど
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
左
内
が
模
範
と
し
た
水

戸
藩
の
「
弘
道
館
記
」
で
は
、「
學
問
事
業
は
、
其
の
效
を
殊
に
せ
ず
。（
學
問

事
業
、
不
殊
其
效
。）」
と
あ
る
が
、
實
學
精
神
を
鼓
吹
す
る
一
方
で
、
實
は
学

校
教
育
が
国
家
事
業
の
一
貫
と
し
て
、
政
治
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
左
内
が
掲
げ
た
政
教
一
致
の
命
題
も
同
様
に
解
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
文
武
不
岐
に
つ
い
て

次
に
、
文
武
不
岐
に
つ
い
て
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
明
道
館
内
に
設

置
さ
れ
た
惣
武
藝
稽
古
所
を
採
り
上
げ
、
そ
の
運
営
に
関
し
て
橋
本
左
内
が
実

施
し
た
政
策
内
容
を
吟
味
し
、
文
武
不
岐
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。さ

て
、
惣
武
藝
稽
古
所
の
設
置
に
先
立
っ
て
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十

一
月
か
ら
新
た
な
政
策
が
実
行
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
禄
高
三
百
石
以
上
の
十
五

歳
か
ら
四
十
歳
ま
で
の
当
主
及
び
子
弟
は
、
一
月
の
う
ち
十
日
間
、
明
道
館
に

詰
め
て
学
ぶ
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
席
柄
并
び
に
知
行
高
の

面
々
は
往
々
重
き
御
役
儀
を
も
相
勤
め
候
ふ
事
勿
論
に
付
き
、
猶
更
勉
励
致
し

候
ふ
や
う
仰
せ
出
さ
れ
候
ふ
間
、
御
趣
意
厚
く
相
心
得
、
専
ら
修
行
致
す
べ
く

候
（
中
略
）
詰
め
の
刻
限
は
朝
四
時
よ
り
夕
七
時
迄
の
事
」（五
）
と
あ
る
。
右
の

政
策
に
は
、
身
分
の
高
い
家
臣
に
文
武
修
行
を
強
制
し
、
か
れ
ら
の
能
力
と
自

覚
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
意
圖
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
四
月
二
十
二
日
、
い
よ
い
よ
明
道
館
内
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に
惣
武
藝
稽
古
所
の
設
置
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
剣
術
・
槍
術
・
柔
術
・

砲
術
の
諸
術
を
総
合
し
た
道
場
が
明
道
館
の
中
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
同
日
付
け
で
藩
か
ら
明
道
館
の
各
掛
へ
通
知
さ
れ
た
達
し
に
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

畢
竟
文
武
一
途
の
御
趣
意
に
て
別
し
て
皇
朝
の
御
国
躰
、
武
道
を
御
時
務

と
成
さ
れ
候
は
、
近
来
外
患
未
曾
有
禹
の
折
柄
、
武
道
廃
弛
致
し
候
ふ
て

は
、
彌
以
て
大
切
の
事
に
付
き
、
文
武
共
専
ら
実
用
に
基
づ
き
、
偏
文
偏

武
に
相
成
ら
ざ
る
や
う
の
御
趣
意
柄
を
以
て
、
以
来
入
学
の
輩
え
教
導
致

し
候
ふ
や
う
仰
せ
出
だ
さ
れ
候（
六
）。

こ
の
達
し
は
、
ま
ず
惣
武
藝
稽
古
所
の
目
的
に
文
武
一
途
の
理
念
を
掲
げ
、

と
く
に
皇
室
を
中
心
に
お
く
日
本
の
國
柄
か
ら
、
武
道
の
振
興
は
、
現
在
な
す

べ
き
重
要
課
題
で
あ
り
、
近
来
外
国
の
脅
威
が
迫
る
な
か
で
、
武
道
が
荒
廃
す

る
こ
と
は
、
い
よ
い
よ
大
問
題
で
あ
る
か
ら
、
武
道
の
指
導
者
は
時
代
に
適
応

し
た
實
學
精
神
に
基
づ
き
生
徒
を
教
導
せ
よ
と
説
い
て
い
る
。

惣
武
藝
稽
古
所
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
九
月
五
日
に
開
館
の
運
び
と

な
り
、同
十
五
日
よ
り
稽
古
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

各
藩
士
に
対
し
て
稽
古
所
で
の
課
業
方
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
通
知
が
な

さ
れ
た
。

今
度
、
惣
武
藝
稽
古
所
、
御
取
り
建
て
成
さ
れ
、
明
道
館
え
御
附
属
に
相

成
り
候
。
文
武
の
道
は
、
士
の
本
業
に
し
て
専
ら
心
懸
け
る
べ
き
は
、
勿

論
に
付
き
、
以
来
御
家
中
十
五
歳
以
上
の
面
々
、
別
紙
日
割
の
通
り
館
内

え
相
詰
め
、
文
武
忠
孝
一
致
に
振
起
致
し
候
ふ
や
う
仰
せ
出
さ
れ
候（
七
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
十
五
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
石
高
に
応
じ
て
所
定
の

日
割
に
従
い
明
道
館
に
詰
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
三
百
石

以
上
の
当
主
・
子
弟
は
「
一
ケ
月
半
日
づ
づ
二
十
五
日
詰
め
。
但
し
学
文
十
日
、

武
藝
十
五
日
」
と
さ
れ
、
百
五
十
石
以
下
の
当
主
・
子
弟
は
「
一
ケ
月
半
日
十

五
日
詰
め
」
と
さ
れ
て
い
る（
八
）。

ま
た
、
惣
武
藝
稽
古
所
で
は
、
西
洋
式
の
銃
器
を
用
い
た
集
団
訓
練
が
重
要

視
さ
れ
た
た
め
、
藩
士
に
は
撃
発
銃
の
所
持
を
推
奨
し
、
撃
発
銃
一
挺
に
つ
き

代
銀
九
百
匁
と
し
、
代
価
は
石
高
に
応
じ
た
年
賦
で
上
納
す
る
よ
う
に
定
め
て

い
る（
九
）。

一
方
で
、
惣
武
藝
稽
古
所
が
完
成
す
る
前
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
五
月

三
日
付
で
、
武
藝
各
流
派
の
師
役
ら
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
通
知
が
な
さ
れ

て
い
る
。

自
宅
稽
古
所
の
儀
、
明
道
館
武
藝
所
出
来
、
御
引
き
渡
し
の
上
は
、
勝
手

次
第
取
り
払
ひ
申
す
べ
し
。
尤
も
稽
古
所
に
付
き
拝
借
銀
こ
れ
有
る
面
々

は
皆
な
上
納
仰
せ
つ
け
ら
れ
候（
十
）。

こ
れ
を
見
る
と
、
そ
れ
ま
で
自
宅
道
場
に
お
い
て
、
藩
士
ら
に
武
藝
の
稽
古

を
施
し
て
き
た
各
流
派
の
師
役
た
ち
が
、
明
道
館
に
惣
武
藝
稽
古
所
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
で
従
来
の
役
割
を
失
い
、
武
藝
修
行
が
全
面
的
に
明
道
館
に
統
合
さ

れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

前
項
で
左
内
が
藩
校
改
革
に
臨
ん
だ
姿
勢
に
つ
い
て
、
藩
主
の
権
威
と
藩
権

力
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
あ
り
、そ
こ
に
は
明
道
館
の
敎
官
・
學
生
の
自
主
性
・

自
律
性
に
対
す
る
配
慮
は
、
ほ
ど
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
た
が
、

こ
の
惣
武
藝
稽
古
所
の
運
営
に
つ
い
て
も
同
じ
指
摘
が
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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も
と
も
と
春
嶽
は
、
福
井
藩
の
兵
備
・
軍
制
の
改
革
に
は
並
々
な
ら
ぬ
関
心

を
抱
い
て
い
た
。
と
く
に
嘉
永
期
に
入
る
と
軍
備
の
洋
式
化
に
力
を
入
れ
、
大

砲
・
小
銃
の
製
造
、
砲
台
の
築
造
、
洋
式
船
の
建
造
、
洋
式
兵
制
の
導
入
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
左
内
が
主
導
し
た
惣
武
藝
稽
古
所
の
設
置
は
、
右
の
路

線
を
さ
ら
に
繼
承
發
展
さ
せ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
明
道
館
が
掲
げ
る

文
武
不
岐
又
は
文
武
一
途
な
ど
の
標
語
は
、
武
士
の
心
構
え
を
説
く
た
め
の
用

語
で
は
な
く
、
個
人
を
越
え
た
一
藩
若
し
く
は
一
國
に
お
け
る
政
治
・
軍
事
の

あ
り
方
を
指
す
體
制
上
の
槪
念
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
二
月
、
藩
主
春
嶽
は
、
薩
摩
藩
の
島
津
齊
彬
（
一

八
〇
九
│
一
八
五
八
）
に
送
っ
た
書
翰
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
昨
夏
（
嘉
永
六
年
、
一
八
五
三
）、
亞
船
突
然
渡
來
の
節
は
衆
人
恐
怖
、

大
方
な
ら
ず
戰
爭
の
用
意
に
及
び
候
ふ
事
に
候
ふ
と
こ
ろ
、
昨
春
（
嘉
永

七
年
、
一
八
五
四
）
再
渡
後
は
、
敢
へ
て
驚
愕
に
及
ば
ざ
る
勢
に
候
へ
ば
、

若
し
廟
堂
の
御
趣
意
、
富
國
を
先
に
し
、
必
戰
を
後
に
す
る
の
御
意
味
に

相
成
り
候
ふ
て
は
、
自
然
世
俗
の
情
、
愈
戰
爭
は
こ
れ
無
き
事
に
相
心
得
、

舊
に
依
り
因
循
怠
惰
に
陷
り
申
す
べ
く
、
左
候
ふ
て
は
富
に
隨
ひ
倫
安
の

念
は
增
長
致
し
器
械
も
備
は
り
が
た
く
（
中
略
）
彼
れ
愈
不
備
を
窺
ひ
不

道
の
爭
端
を
開
き
又
は
海
賊
侵
掠
等
の
變
も
計
り
難
く
、
假
令
平
穩
に
候

ふ
と
も
馴
致
の
弊
よ
り
邪
敎
臭
風
推
し
移
り
候
ふ
樣
の
儀
も
之
有
る
べ
き

歟
。（十
一
）。

春
嶽
は
、
右
の
書
翰
に
お
い
て
、
ペ
リ
ー
再
來
航
以
後
の
幕
府
に
は
外
夷
に

對
す
る
緊
張
感
に
緩
み
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
憂
い
、
富
國
よ
り
も
外
夷
に
對

す
る
戰
時
體
制
を
強
化
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
は
春
嶽
が

必
戰
體
制
の
繼
續
こ
そ
内
憂
外
患
の
も
と
で
の
國
家
的
危
機
の
克
服
と
幕
藩
制

の
基
盤
強
化
に
役
立
つ
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
文
武
不
岐
の
標
語

の
下
で
、
左
内
が
實
行
し
た
諸
政
策
に
は
、
こ
の
よ
う
な
春
嶽
の
強
い
意
志
が

反
映
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

（
三
）
佐
内
の
洋
学
觀
に
つ
い
て

安
政
四
年
四
月
、
左
内
に
よ
っ
て
明
道
館
内
に
初
め
て
洋
書
習
學
所
が
開
設

さ
れ
た
。
福
井
藩
で
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
正
月
、
從
來
の
漢
方
醫
學

に
加
え
て
西
洋
醫
學
を
は
じ
め
て
導
入
し
、
醫
療
上
漢
方
・
蘭
方
の
區
別
な
く

醫
療
に
從
事
す
る
よ
う
指
導
し
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
二
月
に
醫
員
の
子

弟
は
、
八
歳
で
明
道
館
へ
入
學
し
、
十
三
歳
か
ら
は
濟
世
館
で
醫
學
硏
究
を
修

行
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た（
十
二
）。
い
ま
新
た
に
洋
書
習
學
所
が
開
設
さ

れ
、
醫
學
以
外
の
兵
學
や
自
然
科
學
の
分
野
に
お
い
て
も
先
進
的
な
洋
學
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
橋
本
左
内
が
起
案
し
た
明
道
館
改
革
に
關
連
す
る
布
令
原
案
の

中
か
ら
、
洋
學
科
に
關
す
る
記
述
を
採
り
上
げ
、
左
内
が
洋
學
硏
究
の
目
的
や

敎
授
方
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
思
考
・
態
度
を
持
っ
て
い
た
の

か
を
檢
討
し
、
洋
學
受
容
に
お
け
る
左
内
の
思
想
的
特
色
を
考
察
し
た
い
。
洋

書
習
學
所
設
立
の
目
的
に
つ
い
て
、
左
内
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

近
世
西
洋
大
に
學
術
伎
藝
を
硏
究
、殊
に
數
十
年
戰
爭
止
ざ
り
し
に
よ
り
、

兵
科
を
始
め
器
械
を
製
し
物
產
を
開
き
候
ふ
事
及
び
度
學
・
算
術
等
に
至

る
ま
で
、
頗
る
實
驗
を
盡
し
且
つ
其
の
精
巧
を
極
め
、
閒
々
皇
國
と
雖
も

未
だ
及
ば
ざ
る
所
を
發
明
仕
り
候
ふ
故
、
彼
の
長
伎
を
取
り
て
吾
が
皇
國
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の
利
器
を
御
補
足
成
さ
れ
、
皇
國
を
し
て
益
々
諸
邦
に
勝
れ
候
ふ
や
う
に

成
さ
れ
た
き
御
趣
意
と
存
じ
奉
り
候
（「
学
問
所
事
件
に
付
き
先
生
の
布

令
原
案
」、（『
景
嶽
全
集
』
一
、
二
四
四
頁
）。

右
を
要
約
す
れ
ば
、
左
内
は
、
西
洋
諸
國
に
お
い
て
優
れ
た
學
術
・
技
術
の

發
明
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
數
十
年
に
わ
た
る
戰
亂
の
經
驗
が
あ
っ
た
と
す

る
。
換
言
す
れ
ば
、
西
洋
の
學
術
・
技
藝
が
戰
爭
に
よ
っ
て
進
步
を
遂
げ
た
と

の
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
を
「
天
皇
が
統
治
す
る
國
」
を
意
味
す
る
「
皇

國
」
と
稱
し
、
西
洋
の
優
秀
な
發
明
を
攝
取
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
「
皇
國
」
を
し

て
諸
國
に
勝
れ
た
國
に
し
た
い
と
す
る
の
が
藩
主
春
嶽
の
目
的
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

左
内
は
、
西
洋
諸
國
の
船
が
頻
り
に
日
本
の
近
海
に
あ
ら
わ
れ
、
我
國
へ
の

侵
出
を
う
か
が
う
態
度
を
見
せ
て
い
る
が
、
尊
皇
攘
夷
の
實
行
の
た
め
に
は
、

ま
ず
西
洋
の
優
れ
た
學
藝
・
技
術
を
知
る
こ
と
が
急
務
の
課
題
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
西
洋
知
識
を
受
容
す
る
に
際
し
て
、
特
に
、

戒
め
る
べ
き
態
度
と
し
て
、「
叨
り
に
新
奇
便
用
を
喜
び
、
外
國
を
誇
稱
し
て
、

皇
國
を
卑
視
致
し
候
ふ
や
う
の
所
行
の
こ
れ
無
き
や
う
、
心
得
へ
仕
ら
れ
た
く

存
じ
奉
り
候
ふ
事
」（
同
上
、
二
四
五
頁
）
と
述
べ
、
た
だ
目
新
し
さ
や
便
利
さ

を
喜
び
、
殊
更
外
國
の
も
の
を
有
り
難
が
り
、
日
本
を
卑
下
す
る
が
ご
と
き
態

度
は
禁
物
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

左
内
は
、
洋
書
習
學
所
で
學
ぶ
學
生
に
は
、
ま
ず
西
洋
の
言
語
・
文
字
に
習

熟
さ
せ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、さ
ら
に
各
學
生
の
適
正
に
應
じ
、究
理
科
・

分
析
科
・
兵
學
科
・
製
械
科
・
開
物
科
・
曆
算
科
・
測
量
科
・
天
文
科
・
地
學

科
等
の
專
攻
分
野
に
分
け
て
、
よ
り
專
門
的
に
學
ば
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、

同
時
に
、
洋
學
生
が
み
だ
り
に
西
洋
を
崇
拝
し
、
皇
國
を
卑
視
す
る
弊
害
に
陷

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
方
策
を
講
じ
て
い
る
。

洋
學
科
の
み
孤
り
行
ひ
致
さ
れ
候
ふ
と
、
末
に
至
り
自
然
一
偏
に
陷
り
候

ふ
弊
も
生
ず
べ
く
と
存
じ
奉
り
候
ふ
閒
、
行
々
は
敎
授
よ
り
篤
と
人
選
致

し
、
學
一
經
に
通
じ
候
ふ
者
に
洋
學
一
科
づ
つ
相
學
ば
せ
候
ふ
や
う
仕
り

た
く
候
。
喩
へ
ば
『
春
秋
内
外
傳
』
に
長
じ
候
ふ
者
に
兵
科
、『
周
禮
』
に

長
じ
候
ふ
者
に
製
機
科
・
開
物
科
、『
易
』
に
長
じ
候
ふ
者
に
究
理
科
と
申

す
や
う
に
致
し
候
は
ば
、
御
趣
意
の
如
く
正
し
き
學
風
に
相
成
り
申
す
可

く
候
。（
同
上
）

こ
れ
は
明
道
館
の
中
で
洋
書
習
學
所
が
他
に
獨
立
す
る
と
、
の
ち
の
ち
弊
害

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
學
生
の
專
攻
を
決
め
る
場
合
も
、
洋
學
の
み

の
習
熟
度
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
明
道
館
の
敎
授
が
「
學
一
經
」
に
通
じ
た

者
を
選
拔
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
左
内
は
、
洋
學
生
の
定
員
を
三
十
名
と
定
め
、「
萬
一
定
員
外
に
て
蘭

學
致
し
た
き
旨
申
し
出
候
ふ
族
の
有
り
候
ふ
節
は
、
明
道
館
に
於
て
篤
と
其
の

人
物
相
糺
し
候
ふ
上
、
許
否
申
上
げ
べ
く
候
」（
同
上
）
と
し
て
、
學
生
の
選
拔

に
際
し
て
は
、
嚴
し
く
そ
の
人
物
を
判
定
す
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
洋
學
生
が
原
書
を
硏
究
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
明
道
館
へ
申

し
立
て
、
そ
の
許
可
を
得
て
か
ら
學
ぶ
よ
う
に
定
め
、
學
生
が
ひ
そ
か
に
原
書

を
詠
む
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
は
左
内
に
よ
れ
ば
、「
兎
角
人
情
妄
り

に
流
行
を
逐
ひ
、
或
ひ
は
新
奇
を
好
み
候
ふ
處
よ
り
、
着
實
の
法
度
・
風
儀
を

害
ひ
候
ふ
や
う
の
事
こ
れ
有
り
候
ふ
て
は
、
相
濟
ま
ざ
る
儀
に
付
き
、
學
風
に

御
念
を
入
れ
ら
れ
る
事
に
候
ふ
」（
同
上
、
二
四
七
頁
）
と
し
て
い
る
。
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こ
れ
を
見
る
と
、
左
内
は
洋
學
を
採
り
入
れ
る
必
要
性
は
認
め
な
が
ら
、
同

時
に
洋
學
の
受
容
が
封
建
的
な
秩
序
や
風
俗
を
亂
す
危
險
性
に
絕
え
ず
注
意
を

拂
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
洋
學
及
び
洋
書
の
對
す
る
爲
政
者
の
姿
勢
を
見
る
と
、

政
期
の
老
中
松
平
定
信
（
一
七
五
九
│
一
八
二
九
）
は
、
西
洋
の
書
籍
に
つ

い
て
、「
蠻
國
は
理
に
く
は
し
。
天
文
地
理
又
は
兵
器
、あ
る
は
内
外
科
の
治
療
、

こ
と
に
益
も
少
な
か
ら
ず
。（
中
略
）
心
な
き
も
の
の
手
に
多
く
渡
り
侍
ら
ぬ

や
う
に
は
す
べ
き
な
り
」（十
三
）
と
し
、
幕
末
の
水
戸
藩
主
德
川
齊
昭
も
、
攘
夷
主

義
の
立
場
か
ら
、
近
年
和
蘭
の
書
籍
が
流
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
自
由
に
放

置
す
れ
ば
、
必
ず
邪
宗
門
の
な
か
だ
ち
と
な
る
の
で
、
蘭
書
は
三
家
三
卿
始
め

大
小
名
か
ら
下
々
に
至
る
ま
で
殘
ら
ず
幕
府
へ
差
し
出
さ
せ
た
う
え
、
天
文
醫

學
等
の
有
益
な
も
の
だ
け
を
選
び
飜
譯
さ
せ
て
、
あ
と
は
「
一
切
御
燒
捨
て
に

相
成
り
、
蘭
學
の
義
、
向
後
長
崎
通
詞
の
外
は
天
文
醫
學
た
り
共
、
邪
宗
門
同

樣
御
禁
じ
に
相
成
り
、
是
迄
學
び
候
ふ
者
は
缺
減
に
相
成
り
候
は
ば
、
四
五
十

年
の
内
に
は
蘭
學
の
根
を
絕
ち
候
ふ
や
う
相
成
る
可
く
候
」（十
四
）
と
主
張
し
て

い
る
。
定
信
や
齋
昭
は
、
封
建
專
制
を
維
持
し
強
化
す
る
立
場
か
ら
西
洋
知
識

を
獨
占
的
に
利
用
す
る
方
針
を
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る（
十
五
）。

さ
ら
に
左
内
は
、
西
洋
と
日
本
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
春
嶽
側
近
の
一
人
村

田
氏
壽
（
一
八
二
一
│
一
八
九
九
）
に
宛
て
た
書
翰
の
中
で
、
我
國
の
傳
統
的

な
價
値
觀
の
優
位
性
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

世
界
萬
國
と
有
無
相
通
じ
、
吾
が
君
臣
相
敬
相
愛
の
風
、
國
體
尊
嚴
至
重

の
德
、
及
び
士
習
勇
敢
英
勵
の
習
を
彼
等
へ
も
洞
知
せ
し
め
、
仁
義
の
道
、

忠
孝
の
敎
は
吾
れ
よ
り
開
き
、
器
技
の
工
、
藝
術
の
精
は
、
彼
よ
り
候
ふ

や
う
仕
掛
け
候
は
ば
、
彼
等
も
卻
つ
て
吾
に
服
膺
致
す
べ
き
場
合
に
運
ぶ

べ
し
と
も
察
せ
ら
れ
候
（『
景
嶽
全
集
』
一
、
一
五
四
頁
）。

以
上
か
ら
、
左
内
の
洋
學
に
對
す
る
姿
勢
に
は
、
定
信
や
齋
昭
の
そ
れ
と
基

本
的
な
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
む
し
ろ
彼
の
洋
學
に
對
す
る
豐
富
な
知
識
は
、

封
建
體
制
を
維
持
す
る
た
め
の
有
效
な
技
術
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。二

橫
井
小
楠
の
學
校
思
想

橫
井
小
楠
の
學
校
論
に
つ
い
て
、
橋
本
左
内
が
明
道
館
の
改
革
に
臨
ん
で
揭

げ
た
方
針
や
見
解
と
比
較
し
つ
つ
、
小
楠
の
學
校
論
の
特
色
を
考
察
し
た
い
。

（
一
）
學
政
一
致
に
つ
い
て

ま
ず
、
福
井
藩
と
小
楠
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

年
譜
に
據
れ
ば
、
橫
井
小
楠
は
、
明
道
館
が
建
學
さ
れ
る
以
前
、
福
井
藩
の

求
め
に
應
じ
て
、「
學
校
問
答
書
」（
嘉
永
五
年
、
一
八
五
二
）
と
「
文
武
一
途

の
説
」（
嘉
永
六
年
、
一
八
五
三
）
を
著
し
、
學
政
一
致
・
文
武
一
途
を
基
本
と

す
る
藩
校
の
敎
育
理
念
を
提
言
し
て
い
た
。
や
が
て
小
楠
は
、
安
政
五
年
（
一

八
五
八
）
二
月
、
福
井
藩
に
政
治
顧
問
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、

以
後
春
嶽
を
助
け
て
藩
政
改
革
と
幕
政
改
革
の
兩
面
に
關
與
し
始
め
る
。
萬
延

元
年
（
一
八
六
〇
）
に
は
、
福
井
藩
政
の
根
本
精
神
を
「
國
是
三
論
」
に
ま
と

め
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
、
幕
政
改
革
の
指
針
と
し
て
「
國
是
七
條
」

を
著
わ
し
て
い
る
。
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小
楠
は
、
か
つ
て
熊
本
藩
校
時
習
館
の
刷
新
と
藩
政
改
革
を
試
み
挫
折
し
た

體
驗
を
有
し
て
い
る
。
彼
は
學
と
し
て
は
、
朱
子
學
を
標
榜
し
た
が
、
た
だ
朱

子
の
注
釋
書
を
讀
み
、
觀
念
的
か
つ
抽
象
的
に
理
を
學
ぶ
こ
と
を
以
て
學
問
と

考
え
る
學
者
を
「
朱
子
の
奴
隸
に
し
て
、
學
の
眞
意
を
知
ら
ず
。（
中
略
）
後
世

の
學
者
日
用
の
上
に
覺
え
な
く
し
て
唯
だ
書
に
就
て
理
會
す
」（「
学
而
之
章
」

『
遺
稿
篇
』、九
三
一
頁
）と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
門
弟
の
一
人
長
野
濬
平（
一

八
二
三
│
一
八
九
七
）
に
與
え
た
送
別
の
序
の
中
で
も
、
當
今
の
學
者
に
見
え

る
學
の
弊
害
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

方
今
、
學
の
弊
や
久
し
。
師
の
敎
ふ
る
所
以
、
弟
子
の
學
ぶ
所
以
は
、
記

誦
文
詞
の
事
に
非
ざ
る
は
無
し
。
本
を
忘
れ
末
を
追
ひ
、
利
を
懷
ひ
義
を

去
り
、
謂
ふ
所
の
「
己
の
爲
に
す
る
の
學
」
に
至
り
て
は
、
則
ち
蓋
し
未

だ
聞
く
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
。（
方
今
、
學
之
弊
也
久
矣
。
師
之
所
以
敎
、

弟
子
之
所
以
學
、
無
非
記
誦
文
詞
之
事
。
忘
本
追
末
、
懷
利
去
義
、
至
於

所
謂
「
爲
己
之
學
」、
則
蓋
未
有
聞
也
。）（「
送
長
野
立
大
序
」『
遺
稿
篇
』、

七
一
四
頁
）

ま
た
、
福
井
藩
に
學
制
の
在
り
方
を
提
言
し
た
「
學
校
問
答
書
」
で
は
、
各

藩
の
學
校
の
現
狀
に
觸
れ
て
「
當
今
天
下
列
藩
、
何
方
も
學
校
の
こ
れ
無
き
所

は
こ
れ
無
く
候
。
然
る
に
章
句
文
字
を
も
て
は
や
し
候
ふ
迄
の
學
校
に
て
、
是

又
一
向
人
才
の
出
で
候
ふ
勢
ひ
こ
れ
無
く
候
」（『
遺
稿
篇
』、
一
│
二
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
橋
本
佐
内
が
明
道
館
の
學
風
を
机
上
の
學
問
、
實
用
に
適
し
な
い

も
の
と
し
て
「
口
眞
似
に
て
、
卽
ち
鸚
鵡
藝
と
も
申
す
べ
き
も
の
」
と
酷
評
し

た
見
解
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
楠
は
、
實
踐
躬
行
と
經
世
濟
民
を
旨
と
す
る
實
學
を
標
榜
し
た
。
時
習
館

時
代
、
小
楠
の
後
輩
で
、
實
學
黨
の
同
志
で
も
あ
っ
た
元
田
永
孚
は
、
小
楠
の

學
意
を「
治
國
安
民
の
道
、利
用
厚
生
の
本
を
敦
く
し
て
、（
中
略
）日
用
常
行
・

孝
弟
忠
信
よ
り
力
行
し
て
直
ち
に
三
代
の
治
道
を
行
ふ
」（十
六
）
と
述
べ
て
い
る
。

世
を
治
め
民
を
安
泰
に
す
る
こ
と
を
學
問
の
道
と
と
ら
え
る
見
解
は
、
左
内
が

「
道
は
か
へ
つ
て
技
よ
り
し
て
進
み
入
り
候
」
と
述
べ
て
、
實
學
精
神
を
尊
重
し

た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

福
井
藩
主
松
平
春
嶽
は
、
小
楠
を
藩
學
の
顧
問
に
招
き
た
い
と
考
え
、
了
解

を
熊
本
藩
に
求
め
た
が
、熊
本
藩
で
は
當
初
こ
れ
を
拒
絕
し
た
。
安
政
四
年（
一

八
五
七
）
十
一
月
十
七
日
、
熊
本
藩
江
戸
家
老
溝
口
藏
人
が
、
福
井
藩
邸
の
側

用
人
中
根
雪
江
を
訪
ね
て
、
熊
本
藩
主
細
川
齊
護
（
一
八
〇
四
│
一
八
六
〇
）

か
ら
春
嶽
に
宛
て
た
斷
り
の
書
翰
を
手
渡
し
た
際
に
、
小
楠
の
學
風
を
次
の
よ

う
に
非
難
し
た
と
い
う
。

熊
本
藩
に
は
寶
歴
年
閒
時
習
館
と
申
す
學
問
所
、御
取
り
建
て
に
相
成
り
、

御
家
中
の
面
々
日
々
出
席
致
し
、其
の
砌
よ
り
の
學
意
變
化
申
さ
ず
や
う
、

御
代
々
樣
御
世
話
こ
れ
有
り
、
當
時
迄
相
貫
き
居
り
候
ふ
事
に
て
、
和
漢

の
古
聖
賢
且
つ
治
亂
興
亡
等
經
史
に
因
り
講
習
致
す
の
儀
は
勿
論
の
事
に

候
ふ
處
、
平
四
郞
儀
は
別
に
一
見
を
立
て
候
哉
、
門
人
時
習
館
に
も
出
席

い
た
し
申
さ
ず
（
中
略
）
兎
角
何
事
も
當
今
の
有
樣
に
引
き
付
け
、
恐
れ

乍
ら
將
軍
家
は
か
や
う
、
列
侯
列
藩
の
内
、
何
方
何
方
に
は
か
や
う
、
自

國
の
政
事
人
物
か
や
う
さ
や
う
と
申
す
形
に
て
相
倡
へ
候（
十
七
）。

溝
口
が
小
楠
の
學
風
に
加
え
た
非
難
の
第
一
は
、
小
楠
が
熊
本
藩
校
時
習
館

の
學
意
に
反
す
る
よ
う
な
異
説
を
唱
え
て
い
る
こ
と
、
第
二
は
、
小
楠
塾
で
は
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時
勢
に
関
す
る
事
柄
を
盛
ん
に
採
り
上
げ
、
そ
の
際
、
幕
府
や
各
藩
の
政
治
向

き
や
人
物
評
價
を
議
論
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

溝
口
の
非
難
の
背
景
に
は
、
時
事
問
題
を
論
じ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
幕
府

の
方
針
が
あ
り
、
熊
本
藩
で
は
そ
れ
に
従
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
推
測

で
き
る
。
幕
府
の
方
針
に
は
、
た
と
え
ば
老
中
松
平
定
信
は
「
婆
心
録
」
に
「
君

子
は
國
を
患
ふ
る
心
あ
る
べ
し
、
國
を
患
ふ
る
語
あ
る
べ
か
ら
ず
」（十
八
）
と
唱

え
た
。
ま
た
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
制
定
さ
れ
た
昌
平
坂
學
問
所
の
「
學

規
五
則
」の
第
二
に
は「
國
政
を
議
す
る
こ
と
勿
れ
。（
勿
議
國
政
。）」と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
よ
り
熊
本
藩
で
は
小
楠
の
政
治
的
言
動
が
危
險
視
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

小
楠
が
行
っ
た
講
習
討
論
に
は
、
經
書
學
習
の
傳
統
的
な
手
法
で
あ
る
會
讀

を
政
治
的
な
討
論
の
場
に
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
小
楠
は
、
福
井
藩
に

與
え
た
「
學
校
問
答
書
」
の
中
で
、
學
政
一
致
を
學
校
の
理
念
と
す
る
根
據
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

抑
々
此
の
學
校
と
申
す
は
、（
中
略
）
上
は
君
公
を
始
と
し
て
大
夫
士
の
子

弟
に
至
る
迄
暇
ま
あ
れ
ば
打
ま
じ
わ
り
て
學
を
講
じ
、（
中
略
）
朝
廷
の
講

學
と
元
よ
り
二
途
に
て
こ
れ
無
く
候
。
唯
だ
朝
廷
は
職
掌
あ
る
人
に
限

り
、
學
校
は
貴
賤
老
少
を
分
た
ず
學
を
講
ず
る
所
に
て
候
へ
ば
、
學
校
は

朝
廷
の
出
會
所
と
申
す
心
に
て
是
れ
則
ち
學
政
一
致
な
る
所
以
に
て
こ
れ

有
り
候
。（『
遺
稿
篇
』
五
頁
）

右
の
よ
う
に
、
小
楠
の
學
政
一
致
の
理
念
は
、
學
校
の
政
治
的
役
割
を
重
視

す
る
と
い
う
點
で
は
左
内
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
小
楠
が
學
校
を
身
分

や
年
齢
を
問
わ
ず
自
由
な
討
論
を
行
う
場
所
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
點
は
、
小

楠
に
特
色
的
な
見
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
學
校
に
お
け
る
自
由
な
討
論
が
政
治

上
の
政
策
形
成
の
母
體
と
な
る
と
い
う
小
楠
の
主
張
は
、
藩
主
の
権
威
と
藩
権

力
を
基
盤
と
す
る
左
内
の
方
針
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ

の
点
か
ら
、
小
楠
の
學
政
一
致
の
理
念
が
左
内
の
學
校
論
の
中
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
文
武
一
途
に
つ
い
て

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
正
月
、
橫
井
小
楠
は
、
福
井
藩
の
村
田
氏
壽
宛
て

に
「
文
武
一
途
の
説
」
を
送
り
、
文
武
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
持
論
を
展
開
し

て
い
る
。

ま
ず
小
楠
は
、
成
湯
・
伊
尹
・
文
武
・
周
公
ら
古
の
聖
賢
の
時
代
は
、
文
武

が
一
體
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
後
世
に
な
る
と
「
文
武
兩
端
に
分
れ
、
眞

儒
君
子
と
稱
せ
ら
る
る
人
も
武
事
に
疎
く
、『
撥
亂
反
正
』
の
大
事
を
成
す
こ
と

能
は
ず
、
去
れ
ば
、
四
海
波
立
ち
ぬ
る
時
は
干
戈
を
執
り
、
三
軍
を
指
揮
し
、

天
下
の
亂
を
鎭
む
る
は
、
別
に
其
の
人
あ
り
て
、
英
雄
豪
傑
の
な
す
業
」（『
遺

稿
篇
』、
八
頁
）
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
小
楠
の
見
解
は
、
本
來
、
爲
政
者
は
、
文
武
一
體
と
し
て
政
治
を
司
る

立
場
に
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
閒
に
か
、
武
の
機
能
が
分
離
し
て
し
ま
い
、
軍
事

は
武
人
の
專
權
事
項
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
小

楠
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
頃
に
「
擇
將
帥
論
」
を
著
し
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

將
を
擇
ぶ
と
相
を
擇
ぶ
は
同
じ
か
ら
ず
。
相
は
天
下
の
仰
ぎ
て
以
て
德
澤

の
望
む
所
に
し
て
、
其
の
才
羣
を
出
で
ず
と
い
へ
ど
も
、
公
正
無
私
に
し
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て
物
情
を
鎭
定
す
る
量
有
れ
ば
、
則
ち
可
な
り
。
將
は
則
ち
然
ら
ず
。
必

ず
し
も
德
量
雅
望
な
ら
ず
。（
擇
將
與
擇
相
不
同
。
相
者
天
下
之
所
仰
以

望
德
澤
、
雖
其
才
不
出
羣
、
而
公
正
無
私
有
鎭
定
物
情
之
量
、
則
可
矣
。

將
則
不
然
。
不
必
德
量
雅
望
。）（『
遺
稿
篇
』、
六
七
一
頁
）

こ
こ
で
小
楠
は
、「
相
」
す
な
わ
ち
大
臣
に
は
德
望
が
求
め
ら
れ
、「
將
」
す

な
わ
ち
將
軍
に
は
必
ず
し
も
そ
れ
は
必
要
な
い
と
見
て
い
る
。「
文
武
一
途
の

説
」
の
中
で
小
楠
は
、「
武
の
一
途
を
以
て
人
の
道
と
心
得
、
治
に
も
亂
に
も
是

を
以
て
國
を
治
め
ん
と
慾
す
る
は
、
其
の
弊
更
に
甚
し
く
、
云
ふ
可
か
ら
ざ
る

の
禍
を
生
ず
る
事
必
定
な
り
」（『
遺
稿
篇
』、
八
頁
）
と
し
て
、
福
井
藩
の
政
治

が
、「
武
の
一
途
」
に
偏
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

小
楠
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
五
月
三
日
付
け
で
岡
田
準
介
（
福
井
藩

家
老
稻
葉
正
博
の
家
臣
、
藩
儒
吉
田
東
篁
の
弟
）
に
宛
て
た
書
翰
の
中
で
も
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

近
來
は
西
洋
の
變
動
、
其
の
沙
汰
紛
々
と
こ
れ
有
り
、
定
め
て
夏
中
に
は

浦
賀
へ
參
り
申
す
べ
く
候
。
去
れ
ば
彌
益
天
下
の
勢
、
武
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
、
士
氣
を
興
す
と
一
偏
の
所
に
參
り
申
す
べ
く
候
。
成
程
士
氣
を

興
し
武
備
嚴
重
に
な
ら
ね
ば
決
し
て
相
成
り
申
さ
ず
候
へ
得
共
、
此
一
偏

に
根
本
定
ま
り
候
へ
ば
、
甚
だ
以
て
恐
敷
き
事
に
御
座
候
。（
中
略
）
唯
武

事
を
起
し
候
は
ば
大
い
成
る
相
違
に
て
御
座
候
。
聖
賢
豪
傑
心
術
事
業
一

致
に
參
り
、
治
に
も
亂
に
も
常
に
も
變
に
も
一
偏
な
ら
ざ
る
脩
業
尤
も
以

て
此
の
學
の
心
得
と
存
じ
奉
り
候
。（『
遺
稿
篇
』、
一
九
一
頁
）

當
時
の
福
井
藩
は
、
外
患
に
對
す
る
危
機
意
識
を
ば
ね
に
、
武
備
の
充
實
と

戰
時
體
制
の
確
立
を
急
い
で
い
た
。
特
に
、
安
政
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
橋
本

左
内
に
よ
り
、
藩
士
と
そ
の
子
弟
に
對
し
て
明
道
館
に
詰
め
る
こ
と
が
義
務
化

さ
れ
る
な
ど
、
文
武
敎
育
の
強
制
が
全
藩
的
に
實
施
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
と

お
り
で
あ
る
。
上
記
の
書
翰
を
見
る
と
、小
楠
が
外
患
の
侵
入
を
理
由
と
し
て
、

も
し
、
國
の
政
治
が
武
に
偏
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
將
來
、
恐
ろ
し
い
弊
害
を
生

じ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
早
く
か
ら
警
告
を
發
し
て
い
た
。
小
楠
は
、
武

斷
政
治
に
よ
ら
ず
德
治
に
よ
る
文
民
優
位
の
政
治
體
制
を
理
想
と
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
小
楠
の
洋
学
觀
に
つ
い
て

小
楠
は
、
は
じ
め
水
戸
藩
の
藤
田
東
湖
の
水
戸
学
の
影
響
を
受
け
、
強
硬
な

攘
夷
主
義
を
標
榜
し
て
い
た
。
ペ
リ
ー
來
航
後
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
八

月
、
東
湖
に
宛
て
た
書
翰
の
中
で
「
此
時
に
於
て
列
藩
總
て
老
公
樣
（
德
川
齊

昭
）
の
尊
意
を
奉
じ
、（
中
略
）
江
戸
を
必
死
の
戰
場
と
定
め
、
夷
賊
を

せ
い

粉ふ
ん

に

致
し
、
我
が
神
州
之
正
氣
を
天
地
の
閒
に
明
ら
か
に
示
さ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら

ず
」（『
遺
稿
篇
』、
二
〇
四
│
二
〇
五
頁
）
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
元
田
永

孚
は
、
西
洋
知
識
に
対
す
る
当
時
の
小
楠
の
態
度
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回

想
し
て
い
る
。

我
が
藩
（
熊
本
藩
）
の
外
交
に
乏
し
く
て
天
下
の
時
勢
に
暗
き
を
覺
悟
し
、

主
と
し
て
外
交
を
汎
く
し
て
見
聞
を
達
し
、
藩
弊
を
救
は
ん
と
慾
す
。
是

よ
り
先
、
外
國
の
事
を
云
ふ
者
な
し
。
獨
り
橫
井
先
生
、
眼
を
外
國
に
注

ぎ
、
鎖
國
論
の
文
を
著
は
し
て
よ
り
屢
々
論
及
す
る
所
あ
り
。
是
に
至
り

て
、
人
漸
く
目
を
醒
ま
し
、
海
防
の
策
を
議
し
兵
制
の
論
起
る
。
曩さ

き

に
荻

子
、
肥
筑
よ
り
長
州
に
赴
き
、
橫
井
先
生
、
京
・
大
和
・
尾
張
に
周
遊
せ
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り
。
橫
井
先
生
、
主
と
し
て
槍
劍
隊
を
廢
し
て
悉
く
洋
銃
を
用
い
雜
兵
を

罷
め
て
一
人
一
銃
悉
く
精
兵
と
な
し
、
戰
法
も
西
洋
法
を
效
ふ
べ
し
と
論

じ
た
り
。
其
の
卓
見
、
時
俗
の
驚
く
所
な
り
し
。
又
頻
り
に
牛
痘
の
最
良

に
し
て
種
痘
の
法
を
用
い
て
天
然
痘
の
難
を
豫
防
す
べ
し
と
論
じ
、
余
、

素
よ
り
之
を
信
じ
て
嫡
子
龜
之
丞
に
初
め
て
種
痘
の
法
を
施
し
て
全
癒
せ

り（
十
九
）。

こ
の
元
田
の
回
想
に
「
橫
井
先
生
、
京
・
大
和
・
尾
張
に
周
遊
せ
り
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
小
楠
が
諸
国
遊
歴
の
旅
か
ら
熊
本
に
帰
着
し
た
嘉
永
四
年
（
一

八
五
一
）
の
八
月
二
十
一
日
以
降
の
回
想
で
あ
る
。
元
田
の
記
述
か
ら
、
小
楠

が
西
洋
に
対
し
て
排
外
主
義
的
な
態
度
を
取
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
西
洋
兵
制

や
種
痘
法
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
摂
取
と
普
及
を
積
極
的
に
図
ろ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、「
鎖
國
論
の
文
を
著
は
し
て
よ
り
」
と
あ
る
の

は
、
小
楠
が
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
の
江
戸
遊
学
中
に
著
し
た
「
讀
鎖
国
論
」

を
指
し
て
い
る
。

「
讀
鎖
国
論
」
は
、
小
楠
が
ケ
ン
ペ
ル
著
『
鎖
国
論
』
の
読
後
感
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
小
楠
は
「
天
の
賦
す
る
所
、
既
に
地
を
殊
に
す
れ
ば
、

則
ち
治
法
も
亦
た
殊
に
せ
ざ
る
を
得
ず
。
是
れ
檢ケ

ン

夫ペ

爾ル

の
論
ず
る
所
に
し
て
、

各
々
以
て
斯
の
民
を
安
ん
ず
る
所
の
道
に
非
ざ
ら
ん
や
。（
天
之
所
賦
既
殊
地
、

則
治
法
亦
不
得
不
殊
。
是
検
夫
爾
之
所
論
、
而
各
非
所
以
安
斯
民
之
道
哉
。）」

（『
遺
稿
篇
』、
六
九
三
頁
）
と
述
べ
、
西
洋
と
日
本
と
の
閒
に
は
別
々
の
道
が
存

在
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

さ
ら
に
小
楠
は
、
嘉
永
六
年
十
月
頃
、
幕
府
外
國
奉
行
川
路
聖
謨
（
一
八
〇

一
│
一
八
六
一
）
に
宛
て
た
論
策
「
夷
虜
應
接
大
意
」
の
中
で
、
日
本
が
取
る

べ
き
外
交
方
針
を
論
じ
て
「
有
道
の
國
は
通
信
を
許
し
、
無
道
の
國
は
拒
絶
す

る
の
二
つ
な
り
。
有
道
無
道
を
分
た
ず
一
切
拒
絶
す
る
は
天
地
公
共
の
實
理
に

暗
く
し
て
、
遂
に
信
義
を
萬
國
に
失
ふ
に
至
る
も
の
必
然
の
理
な
り
」（『
遺
稿

篇
』、
十
一
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
有
道
・
無
道
に
お
け
る
「
道
」
を
日
本
一
國

だ
け
の
特
殊
な
概
念
で
は
な
く
、
萬
國
に
通
用
す
る
普
遍
的
な
「
道
」
が
存
在

す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
普
遍
的
な
「
道
」
の
存
在
に
對
す
る
小
楠
の
主
張
は
、
彼
が
清
の
魏
源

（
一
七
九
四
│
一
八
五
六
）
が
編
集
し
た
『
海
國
圖
志
』
を
讀
ん
だ
こ
と
を
契
機

に
、
攘
夷
主
義
か
ら
積
極
的
な
開
国
主
義
へ
と
転
換
し
て
か
ら
は
、
よ
り
一
層

明
確
な
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
楠
は
、
西
洋
諸
国
の
政
治
・
産
業
・
教
育
・
医
療
な
ど
の
諸
制
度
を
「
政

体
一
に
民
情
に
本
づ
き（
中
略
）殆
ど
三
代
の
治
敎
に
符
合
す
る
」（『
遺
稿
篇
』、

四
〇
頁
）
と
高
く
評
価
す
る
一
方
、
幕
府
政
治
の
現
狀
に
對
し
て
は
「
徳
川
御

一
家
の
便
利
私
営
に
し
て
絶
え
て
天
下
を
安
ん
じ
庶
民
を
子
と
す
る
の
政
教
あ

る
な
し
」（
同
上
、
三
九
頁
）
と
述
べ
て
、
批
判
を
強
め
て
い
っ
た
。
や
が
て
幕

府
の
政
事
総
裁
職
に
就
い
た
松
平
春
嶽
の
政
治
顧
問
と
し
て
、
文
久
の
幕
政
改

革
に
參
畫
し
、
幕
府
の
私
政
か
ら
「
公
共
の
政
」
へ
の
轉
換
を
圖
る
政
治
活
動

に
奔
走
し
た
。

橋
本
左
内
の
洋
學
觀
に
は
、
松
平
定
信
や
徳
川
齋
昭
が
西
洋
知
識
を
危
險
視

す
る
一
方
で
、
他
方
で
は
、
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
そ
れ
を
独
占
し
よ
う
と
し

た
見
解
と
共
通
性
が
あ
り
、
先
進
的
な
洋
學
知
識
を
封
建
體
制
を
維
持
す
る
た

め
の
有
效
な
技
術
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
小
楠
の
西
洋
観
の
特
色
は
、
西

洋
社
會
の
諸
制
度
を
支
え
る
思
想
の
中
に
、
東
西
を
超
え
た
普
遍
的
な
価
値
を
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見
出
し
、
自
ら
の
儒
教
的
經
世
思
想
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
點
に
あ
る
。
こ
れ

は
、
思
想
的
に
は
仁
義
・
忠
孝
と
い
う
傳
統
的
な
價
値
に
重
き
を
置
き
、
西
洋

か
ら
は
技
術
的
知
識
の
み
吸
収
す
る
と
い
う
姿
勢
を
堅
持
し
た
橋
本
左
内
の
西

洋
觀
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

こ
こ
で
は
、
橋
本
左
内
が
春
嶽
の
命
に
よ
り
江
戸
に
去
っ
た
後
、
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
四
月
、
福
井
入
り
し
た
橫
井
小
楠
に
よ
る
明
道
館
改
革
の
取
り
組

み
の
槪
要
を
述
べ
て
、
本
稿
の
ま
と
め
に
代
え
た
い
。

小
楠
は
、
熊
本
に
い
る
下
津
休
也
・
荻
角
兵
衞
・
元
田
永
孚
に
宛
て
た
書
翰

の
中
で
、
福
井
入
り
し
て
か
ら
小
楠
が
見
た
明
道
館
の
現
狀
に
つ
い
て
「
必
竟

是
迄
が
水
府
の
餘
毒
に
て
、
例
の
文
武
節
儉
の
押
し
懸
け
に
大
い
に
人
心
を
失

ひ
候
ふ
と
こ
ろ
、
當
路
の
面
々
實
は
致
し
方
こ
れ
無
き
折
柄
に
て
、
拙
議
も
異

議
無
く
行
は
れ
候
ふ
も
の
に
御
座
候
。
扠
も
水
毒
は
恐
敷
き
事
と
存
じ
奉
り

候
」（『
遺
稿
篇
』、
二
六
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
水
戸
學
の
影
響
を
受
け
た
左

内
に
よ
る
強
權
的
な
改
革
路
線
が
す
で
に
藩
内
の
人
心
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

小
楠
の
提
案
に
よ
り
、
安
政
五
年
十
月
二
十
九
日
、
明
道
館
で
は
、
從
來
三

百
石
以
下
の
當
主
及
び
子
弟
を
含
む
十
五
歳
以
上
の
家
中
に
課
さ
れ
て
い
た
明

道
館
へ
の
出
席
強
制
が
解
除
さ
れ
た（
二
十
）。
こ
れ
は
水
戸
藩
流
の
文
武
敎
育
が

中
止
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
同
年
十
一
月
十
一
日
に
は
、「
明
道
館
重
立
ち
候
ふ
儀

び
に
習
讀
所

の
儀
は
訓
導
師
、
素
讀
所
の
儀
は
蒙
養
師
、
御
家
老
宅
又
は
會
讀
の
節
、
御
家

老
中
へ
直
ち
に
申
上
げ
、
廉
立
ち
候
ふ
儀
は
、
評
定
所
へ
罷
り
出
べ
き
旨
、
御

治
定
相
成
り
候
ふ
事
」（二
一
）
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
高
木
不
二
は
「
明
道

館
各
擔
當
者
は
、
御
用
掛
り
を
通
さ
ず
、
直
接
家
老
ま
た
は
評
定
所
に
上
申
を

行
え
る
よ
う
規
則
を
改
正
し
た
」（二
二
）
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
明
道

館
の
運
營
に
お
い
て
藩
の
權
力
的
支
配
が
緩
和
さ
れ
、
敎
官
の
自
主
性
が
囘
復

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
た
う
み

し
ゅ
う
ほ
・
言
語
文
學
専
攻
)

注一

山
口
宗
之
『
改
定
増
補
幕
末
政
治
思
想
史
研
究
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
二
年
、

二
三
頁
。

二

高
木
不
二
『
橫
井
小
楠
と
松
平
春
嶽
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
、
三
一
頁
。

三

松
平
春
嶽
「
眞
雪
草
紙
」（『
松
平
春
嶽
全
集
』、
一
九
四
一
年
、
三
五
頁
）。

四

「送
渡
邊
子
剛
歸
越
後
序
」（
山
口
宗
之
『
全
集
未
收
橋
本
左
内
關
係
史
料
硏
究
』、

一
九
六
四
年
、
一
二
七
〜
一
二
八
頁
。

五

文
部
省
蔵
版
『
日
本
教
育
史
資
料
（
二
）』、
一
一
頁
。

六

同
上
、
十
四
頁
。

七

同
上
、
十
五
頁
。

八

同
上
。

九

『越
前
松
平
家
家
譜

慶
永
3
』（
『福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
』六
、二
〇
一
一
年
、

一
三
九
頁
。）

十

前
掲
『
日
本
教
育
史
資
料
（
二
）』、
十
五
頁
。

十
一

中
根
雪
江
『
昨
夢
紀
事
』
巻
三
、
日
本
史
籍
協
會
、
一
九
二
〇
年
、
三
七
四
│
三
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七
五
頁
。

十
二

前
掲
『
越
前
松
平
家
家
譜

慶
永
3
』、
一
三
五
頁
。

十
三

松
平
定
信
『
宇
下
人
言
・
修
行
録
』、
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
年
、
一
七
七
頁
。

十
四

『水
戸
藩
史
料
別
記
上
』
巻
三
、
一
二
三
│
一
二
四
頁
。

十
五

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
渡
邊
崋
山
（
一
七
九
三
│
一
八
四
一
）
が
插
繪
を
描

き
、
高
野
長
英
（
一
八
〇
四
│
一
八
五
〇
）
が
本
文
を
述
べ
た
『
救
荒
二
物
考
』

と
い
う
書
物
が
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、
救
荒
用
の
作
物
と
し
て
、
蕎
麥
と
馬
鈴
薯

の
二
種
を
擧
げ
て
、
そ
の
栽
培
・
貯
藏
・
製
粉
・
釀
酒
等
の
方
法
を
平
易
に
解
説

し
た
も
の
で
あ
る
。
長
英
は
執
筆
の
動
機
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
飢
饉
の
）
災
害
啻
だ
に
農
民
の
み
に
非
ず
。
誠
に
天
下
の
大
災
な
り
。（
中

略
）
是
に
於
て
荒
村
寒
鄕
に
及
ん
で
は
、
或
は
樹
皮
を
削
り
、
或
は
泥
土
を

淘
し
て
食
と
な
す
に
至
る
。
其
れ
此
を
以
て
一
旦
の
飢
ゑ
を
濟
ふ
と
雖
も
其

の
常
食
に
非
ざ
る
が
故
に
、
爾
後
一
二
月
若
く
は
三
四
月
に
し
て
病
ん
で
斃

る
る
者
亦
少
し
と
せ
ず
。
凶
荒
の
後
に
疾
病
多
き
は
此
に
因
る
な
り
。
餘
常

に
之
を
以
て
患
と
な
す
。

『
救
荒
二
物
考
』
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
か
ら
同
七
年
に
か
け
て
、
北
關

東
か
ら
東
北
地
方
一
帶
を
襲
っ
た
「
天
保
の
飢
饉
」
に
苦
し
む
民
衆
の
た
め
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
洋
學
の
知
識
を
封
建
專
制
の
た
め
で
は
な

く
、
民
衆
の
生
活
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
洋
學
者
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

十
六

元
田
永
孚
「
還
暦
之
記
」、
元
田
竹
彥
・
海
後
宗
臣
編
『
元
田
永
孚
文
書
』
第
一
卷
、

元
田
文
書
研
究
會
、
一
九
六
九
年
。

十
七

細
川
家
編
纂
所
編
『
改
訂
肥
後
藩
国
事
史
料
』
巻
二
、
一
九
三
七
年
、
十
一
頁
。

十
八

松
平
定
信
「
婆
心
録
」（『
楽
翁
公
遺
書
』
下
巻
所
収
、
明
治
二
六
年
、
八
尾
書
店
、

十
六
頁
）

十
九

前
掲
『
還
曆
之
記
』、
三
十
三
頁
。

二
十

前
掲
『
日
本
教
育
史
資
料
（
二
）』、
二
五
頁
。

二
一

同
上
、
二
六
頁
。

二
二

前
掲
『
橫
井
小
楠
と
松
平
春
嶽
』、
六
一
頁
。
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田
海

橫
井
小
楠
と
橋
本
左
内
の
學
校
論
の
比
較




